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0. はじめに 
 一般的にスペイン語では、形容詞が名詞に前置することも後置することも可能である 
(Demonte 1999 など) とされている。本稿では、形容詞の意味による位置の傾向や、先行研
究では触れられていない、程度副詞の有無による位置の傾向を探ることを目的とする。な
お、本文中のグロス、和訳、例文番号、表、図表番号、例文中の囲み線は、特に断りのな
い限り筆者によるものとする。 
 
1. 先行研究 
1.1. Pérez-rioja (1978) 
Pérez-Rioja (1978) は、形容詞前置は主観的で感情が優先され、名詞に対する情緒的・美
的な評価を表すとしている。一方で形容詞後置は客観的であり、名詞を論理的・実質的な
意味で特徴付けるとしている。そしてそれぞれ以下のような役割があるとしている。 
(A) 形容詞前置 
a. 主観的で感情が優先され、名詞の情緒的・美的な評価を表す 
b. 名詞の本質的な特徴を表す 
c. 名詞に比喩的な意味を与える 
d. 指示詞 
(B) 形容詞後置 
a. 客観的で、名詞を論理的・実質的な意味で特徴付ける 
b. その時々の特徴または環境を表す 
c. 基数形容詞や序数形容詞 
 
1.2. Demonte (1999) 
Demonte (1999) は、品質形容詞を (a) 叙述的に用いることができる、(b) 比較表現ができ、
程度副詞で修飾できる、(c) 反意語を持つものとしている。また、(A) 大きさ、(B) 速度、
(C) 物理特性、(D) 色彩、(E) 年齢・時代、(F) 評価、(G) 人間の能力・状態といった意味
ごとの分類を行い、それぞれに属する形容詞を挙げている。 
 形容詞の位置に関しては、(D) 色彩の形容詞が後置傾向にあることと、(A) 大きさ、(B)
速度、(C) 物理特性の形容詞は前置・後置共に可能であることが述べられている。 
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1.3. 宮本 (2008) 
宮本 (2008) は、215 の形容詞 1を対象に数量的分析を行っている。約 1 ギガバイトのス
ペイン語テキスト 2から、対象となる形容詞を含んだ形容詞・名詞の組み合わせを 154,778
組抽出し、形容詞の前置率を求めている。対象としたそれぞれの形容詞に関して、同一名
詞 (出現数上位 100) の句における前置率を算出し、その平均値を求めている。例えば形容
詞 espléndido (素晴らしい) の平均前置率は 78.13%である。このようにそれぞれの形容詞に
ついて出した平均値の総平均は、29.18%だった。一方で、対象とした 215 形容詞を含む
154,778 組の形容詞・名詞の組み合わせのうち、形容詞が前置するものは、全体の 20.67%だ
った。
以上のことから、スペイン語の形容詞の前置率は、2 割から 3 割であると考えることが出
来るとしている。
1.4. 木越 (2006, 2011) 
木越 (2006) と木越 (2011) は修飾される名詞に注目している。具体名詞に対しては形容
詞後置が普通で、抽象名詞に対しては形容詞前置が普通であるとし、その例外についても
検証している。なお、具体名詞と抽象名詞の分類は Dixon (2005)3 を参考にしている。 
具体名詞に対しては形容詞後置が普通だが、以下の場合は形容詞が前置するとしている。 
i) 名詞を 1 個種しかない固有名詞とみなすとき
ii) 形容詞が名詞の「内在性質」を表すとき
iii) 意見・評価の特徴づけの形容詞として働くとき
iv) 名詞が動詞性を持つときに形容詞が程度の特徴づけの形容詞として働くとき
v) 名詞が比喩的、抽象的な語義を持つとき
 一方、抽象名詞に対しては形容詞前置が普通だが、以下の場合は形容詞が後置するとし
ている。
i) 名詞が計量可能であるか、具象的であるとき
ii) 形容詞が名詞の状態を示すとき
iii) 形容詞がカテゴリー的識別の形容詞として働き、名詞と形容詞で複合語を形成するとき
2. 先行研究のまとめと問題提起
Demonte (1999) はスペイン語の品質形容詞を意味ごとに分類し、その位置に関しても論
じているが、数量的な分析はしていない。したがって、Demonte (1999) による形容詞の分
1 『西和中辞典』(改訂版) には高頻度とされている形容詞が約 1000 収録されている。宮本 (2008) では、
前半の約 500 のうち、名詞の働きを持つものを除いた 215 の形容詞を対象としている。 
2 宮本 (2008) が使用したテキストの多くは新聞だが、映画や劇のシナリオも使用している。
3 Dixon (2005) は英語の名詞の分類を行っている。木越 (2006) では、Dixon (2005) が具体指示とした「人」
「職位」「社会的集団」「親族関係」「その他有機物」「身体などの部位」「無情物」「植物」「天候」「環境」
「人工物」の名詞を具体名詞として扱い、それ以外の名詞を抽象名詞として扱っている。本稿における筆
者による調査でも、この木越 (2006) と同様の名詞の扱い方をする。 
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類を参考にし、数量的な分析をする余地はあると考える。 
 品質形容詞の特徴の一つとして、程度副詞で修飾できることが挙げられる。そこで程度
副詞の有無が、形容詞の位置に何らかの影響を与えている可能性があると考える。 
 したがって本稿は、以下の 2 点について明らかにすることを目的とする。 
i)  形容詞の意味による位置の傾向 
ii)  程度副詞の有無が形容詞の位置に与える影響 
 
3. 調査 
3.1. 使用するコーパス 
調査では、木越 (2006) と木越 (2011) で用いられたコーパスである Corpus del Español を
使用する。Corpus del Español は、1200 年代から現代までの約 2 万のテキストを有し、語数
は約 1 億語である。1200 年代から 100 年ごとに分けて検索することが可能で、最も新しい
ものは 1900 年以降という区分である。更に文語と口語を分けて検索することも可能である。
本調査ではその中でも 1900 年以降の文語のみを対象とする。1900 年以降の文語は、academic 
(513 万語)、newspaper (514 万語)、literature (514 万語) の 3 つに分類されており、調査の対
象とする総語数はおよそ 1500 万語である。 
 
3.2. 調査方法 
調査の対象とするのは、Demonte (1999) で挙げられている品質形容詞である。ただし以
下のような理由から、合計 33 個の形容詞を調査の対象外とした。 
i) 名詞が形容詞として用いられるようになり、品詞の判別が困難な色彩の形容詞 
 naranja (オレンジ、オレンジ色の), rosa (バラ、ピンク色の) など計 18 個 
ii) 名詞としても用いられ、品詞の判別が困難な形容詞 
 trabajador (労働者、勤勉な), batallador (戦士、戦闘的な) など計 6 個 
iii) 副詞としても用いられ、品詞の判別が困難な形容詞 
 bajo (～の下に、低い) 
iv) コーパスにおいて出現数が 0 だった形容詞 
 dadivoso (気前の良い), azulón (鮮やかな青の) など計 7 個 
v) 出現数が膨大なためコーパスで全てが表示されない形容詞 
 grande (大きな) 
 
これらの理由から 33 個の形容詞を調査の対象外とし、計 156 個の形容詞を対象に調査を
行う。なお、調査結果には、都市名などの固有名詞も含む。 
まず、対象とする全ての形容詞に関して、名詞に対する前置・後置率を求める。そして
形容詞の意味分類ごとに平均前置・後置率を求め、その傾向を探る。次に、それぞれの意
味分類から出現頻度上位 2 つの形容詞を取り出す。それらの形容詞を対象とし、程度副詞
muy (とても) が現れるときの形容詞の位置を検証する。 
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3.3. 調査結果 
3.3.1. 意味ごとに見た形容詞の前置率 
以下の表 1 は、意味ごとに見た形容詞の平均前置率である。平均前置率とは、意味分類
ごとに全ての形容詞の前置率を平均したものである。
表 1: 意味ごとの形容詞の平均前置率 
延べ語数 (%) 名詞の異なり語数 (%) 
評価 66.07 65.48 
大きさ 61.90 58.66 
年齢・時代 47.69 49.97 
速度 46.72 47.18 
人間の能力・状態 31.46 34.18 
物理特性 27.80 30.98 
色彩 6.02 8.99 
全体 41.09 42.21 
宮本 (2008) ではスペイン語の形容詞の前置率は 2 割から 3 割とされていたが、本調査の
結果ではおよそ 4 割である。これは、本調査の対象を品質形容詞のみに絞ったことが原因
の一つであると思われる。ここではスペイン語の形容詞の前置率は 4 割であると考える。
したがって、表 1 の波線より上に示した評価、大きさ、年齢・時代、速度の形容詞は前置
率が高く、波線より下に示した人間の能力・状態、物理特性、色彩の形容詞は前置率が低
い形容詞群と言える。Pérez-Rioja (1978) は、形容詞前置は主観的で感情が優先され、形容
詞後置は客観的であるとしている。表 1 の結果を見ると、より感情に左右されやすい評価
の形容詞の前置率が最も高い。一方で、色彩の形容詞のように客観的に判断されやすいも
のは、後置傾向にあることがわかる。
物理特性の形容詞は、Demonte (1999) において更に下位分類がなされているので、その
分類ごとの前置率も求めた。その結果が以下の表 2 である。 
表 2 を見ると重さや香りを表す形容詞は比較的前置率が高い。これは感情が重視される
からだと考える。同じ物理特性の形容詞の中でも、形状を表す形容詞は前置率が低く、こ
れは形状が客観的に判断され、人の感情の入る余地が少ないからだと考える。
表 2: 物理特性の形容詞の分類ごとに見た平均前置率 
分類 延べ語数 (%) 名詞の異なり語数 (%) 
音 45.56 45.97 
香り 36.96 42.00 
重さ 34.89 41.88 
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物質の粘り気 34.80 34.89 
味 24.04 27.78 
感触 22.00 23.81 
温度 20.64 27.88 
形状 12.47 15.12 
3.3.2. 程度副詞があるときの形容詞の前置率 
以下の表 3 では、程度副詞 muy (とても) があるときと無いときの形容詞の位置を示した。
上述のように、形容詞は各意味分類から出現数上位 2 つずつを使用したが、muy を含む名
詞句が 10 に満たないものは省き、その次に多いものを使用した。ただし、色彩の形容詞は
muy が付く例が少ないため、より出現数の多い 2 つを使用した。 
表 3: 程度副詞 muy があるときと無いときの形容詞前置の数 
形容詞 muy あり (個) muy 無し (個) 
bueno (良い) 181 (88.29%) 5,010 (94.62%) 
malo (悪い) 40 (85.11%) 1,862 (85.45%) 
pequeño (小さい) 12 (17.65%) 3,842 (83.29%) 
alto (高い) 29 (21.32%) 2,847 (75.28%) 
antiguo (古い) 4 (10.52%) 1,829 (65.25%) 
viejo (年を取った) 0 (0.00%) 1,436 (70.39%) 
rápido (速い) 2 (7.40%) 467 (54.18%) 
lento (遅い) 2 (14.29%) 145 (36.62%) 
activo (活動的な) 0 (0.00%) 61 (10.50%) 
triste (悲しい) 0 (0.00%) 200 (51.68%) 
fuerte (強い) 3 (5.56%) 1,045 (70.32%) 
duro (固い) 1 (3.03%) 499 (49.60%) 
blanco (白い) 0 (0.00%) 153 (6.16%) 
negro (黒い) 1 (20.00%) 232 (7.28%) 
二重線より上の 13 個の形容詞が、程度副詞 muy があるときに前置率が下がっている。し
たがって muy が現れるときは、形容詞が名詞に後置する傾向があると言える。 
以下 3.3.2.1. 節と 3.3.2.2. 節では、その傾向から外れた例を挙げ、理由を考察する。 
3.3.2.1. 前置傾向にある形容詞の例外 
評価の形容詞である bueno (良い) と malo (悪い) は、muy が現れる場合でも前置率が非常
に高い。bueno と malo が後置されるのは、例文(1)のように不定冠詞や数を表す語が先行す
る場合が多い。bueno が後置する 24 例のうち 16 例、malo が後置する 7 例のうち 5 例が、そ
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れぞれ不定冠詞や数を表す語を伴っている。これは、不定冠詞＋muy＋形容詞＋名詞という
語順が現れにくいからだと筆者は考える。程度副詞 muy があり、この 2 つの形容詞が名詞
に前置する例は 221 例あったが、このうち不定冠詞または数を表す語が伴う場合は 23 例だ
けだった。
(1) Es             un            cebo     muy  bueno     para  matar    milanos.
COP.IND.PRS.3SG  ART.INDEF.M.SG  bait.M.SG  very  good.M.SG  for   kill.INF    kite.M.PL
   「鳶を殺すのにとても適した餌だ」
3.3.2.2. 後置傾向にある形容詞の例外 
bueno (良い) と malo (悪い) 以外の形容詞は、程度副詞 muy が付く場合の前置率が低く、
12 個の形容詞を合わせても出現数は 54 個である。そのうちの 47 個が直前に前置詞を伴う
もので、例文 (2) のように副詞句を作るもの、例文(3)のように名詞を修飾するもの、例文
(4) のように動詞の目的語になっているものがあった。
(2) De muy  pequeña    edad  entré en  la mar 
of   very small.F.SG  age.F.SG   enter.IND.PST.1SG in   ART.DEF.F.SG  sea.F.SG 
navegando ... 
navigate.PTCP.PRS.M.SG 
「幼い時、私は海に入り航行をした。」
(3) Otro compositor de muy   alto prestigio y representatividad 
other.M.SG  composer.M.SG of   very   high.M.SG  fame.M.SG  and  representativeness.F.SG 
en el    campo     del             teatro       lírico      español ... 
in  ART.DEF.M.SG field.M.SG  of+ART.DEF.M.SG  theater.M.SG lyric.M.SG  Spanish.M.SG 
「スペイン歌劇の分野において、とても名声が高く代表的な他の作曲家は・・・」
(4) Yo       pienso           que  el            Licenciado Talavera 
NOM.1SG  think.IND.PRS.1SG  CONJ ART.DEF.M.SG  Bachelor.M.SG  NAME 
procede           de   una           muy   antigua     familia ... 
derive.IND.PRS.3SG  from ATR.INDEF.F.SG  very   ancient.F.SG  family.F.SG 
「タラベラの学士は、とても古い家系の出だと思う。」
残りの 7 例のうち、5 例が前置詞は伴わないが動詞の目的語になるもので、2 例は例文(5)
のように形容詞が繰り返されるものだった。このように同じ形容詞が 2 回繰り返される例
は、2 例しか見られなかったので、このことが形容詞の位置に影響しているか、明らかなこ
とは言えない。
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(5) ... las          victorias    en  otros      países       y    los 
   ART.DEF.F.PL  victory.F.PL  in   other.M.PL  country.M.PL  and  ART.DEF.M.PL 
pequeños,  muy   pequeños   triunfos ... 
small.M.PL  very   small.M.PL  triumph.M.PL 
「他国での勝利と小さな、とても小さな成功・・・」
bueno (良い) と malo (悪い) 以外で、調査の対象とした 12 個の形容詞に関して、程度副
詞 muy を伴って後置したのは 395 例あった。そのうち直前に前置詞を伴うものは 110 例で
あり、3 分の 1 弱である。したがって、前置する場合の多くが直前に前置詞を伴うことが分
かった。
4. まとめ
本調査では、スペイン語における名詞句内の形容詞の位置を、形容詞の意味や程度副詞
の有無といった点に注目して考察した。
対象とした 156 個の品質形容詞の平均前置率は、延べ数では 41.09%、名詞の異なり語数
では 42.21%である。品質形容詞に限定した時の形容詞の平均前置率は、およそ 4 割である
ことが分かった。
品質形容詞のうち最も前置率が高いのは、bueno (良い) や malo (悪い) に代表される評価
の形容詞で、平均前置率は延べ語数で 66.07%、異なり語数で 65.48%である。最も前置率が
低いのは色彩の形容詞で、平均前置率は延べ語数で 6.02%、異なり語数で 8.99%である。こ
れには主観性や客観性が関係しているものと考える。Pérez-Rioja (1978) は、形容詞前置は
主観的で、形容詞後置は客観的であるとしている。各々の感情が重視される評価の形容詞
が前置傾向にあり、客観的に分類され易い色彩の形容詞が後置傾向にあるのはそのためと
考える。
程度副詞 muy があるときの形容詞の位置は、名詞に対して後置するのが普通だと筆者は
考えるが、評価の形容詞である bueno (良い) と malo (悪い) は前置傾向にある。程度副詞
muy が伴う場合でも bueno と malo の基本位置は前置だが、後置する場合はその多くが不定
冠詞または数を表す語が伴うことが分かった。これは、不定冠詞＋muy＋形容詞＋名詞とい
う語順が現れにくいからだと筆者は考える。
bueno と malo 以外で、調査の対象とした 12 個の形容詞に関して、程度副詞 muy を伴って
前置したのは 54 例あった。このうち 47 例が直前に前置詞を伴い、句を作る場合や、動詞
の目的語になる場合もあった。したがって、程度副詞 muy がつくときの形容詞の基本位置
は後置だが、前置する場合の多くは直前に前置詞を伴うと言える。
略号一覧 
1: 1人称 / 3: 3人称 / ART: 冠詞 / CONJ: 接続詞 / COP: コピュラ / DEF: 定 / F: 女性 / IND: 直説
法 / INDEF: 不定 / INF: 不定詞 / M: 男性 / NAME: 固有名詞 / NOM: 主格 / PL: 複数 / PRS: 現在 
/ PST: 過去 / PTCP: 分詞 / SG: 単数 / +: 融合 
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